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①６ページ「議案第 40号 市内の土地利用に関する変更」
　 本文２～４行目
　[誤 ] 10ｍから20ｍ以下の高さは説明会がいらなくなった。
　　→ [正 ] 説明会がいらない高さが10ｍ以下から20ｍ以下に
　　　　　  変更になった。

②12ページ「議案第 40号 市の土地利用基本計画の変更について」
　 本文２・３行目
　[ 誤 ] 市民説明会開催の義務が生じる高さ制限を
　　→ [ 正 ] 市民説明会開催の義務が生じない高さ制限を

第62号の訂正 お詫びして訂正します難しい用語
を

少しだけ解
説します！

　 債務負担行為とは
　複数年に渡る契約や後年度の支出が
確実なものを、期間・内容・限度額
などを決めておいて、将来支出する行
為のことです。
　予算として設定されますが、その時
点での歳出が確定していないため、歳出
予算には含まれません。
　現実に現金支出が必要となった場合
は、あらためて歳出予算に計上（現年
度化）しなければなりません。

解 

説
コ
ー
ナ
ー

１ 新型コロナウイルス関連の支援施策等の情報にアクセスしやすい広報の充実
　各支援等の周知が行き届いていないと考えることから、広報紙やホームページ掲載による広報
だけでなく、周知方法を工夫し、より効果的な情報発信を行うことを要望する。

２ 新型コロナウイルス関連の総合的な窓口の創設
　商工観光部内に総合的な支援窓口の設置を提案するとともに、必要な
人員配置を行うなど、マンパワーの充実を要望する。

　市が中小企業振興に関わる業務を委託している「あづみ野産業振興
支援センター」の活用を提案する。

１ 新型コロナワクチン接種の早期実施について
　市の計画により確実に進めているが、希望する皆さんに、より速やかに新型コロナワクチン
接種を進めることを要望する。

２ 市民への分かりやすい情報提供について
　市民の新型コロナワクチン接種に対し、充分な情報をもって自主的な判断ができるように、
新たな情報、起こり得る副反応などリスクに関する情報を分かりやすく伝えることを要望する。

３ コロナ禍における子どもたちの心のストレスケアについて
　拡大する変異株への注意と、コロナ禍における子どもたちの心のスト
レスの早期発見に努め、子どもたちに寄り添った対応に配慮し、工夫
して取り組むことを要望する。

４ 生活困
こんきゅう

窮者へのきめ細やかな支援について
　生活困窮者への支援金給付等、必要な方に必要な施策が確実に届く
ようきめ細やかな配慮を要望する。

経
済
建
設
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

ページへページへ1111
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１ 新型コロナワクチン接種に関する広報について
　新型コロナワクチン接種の始まりに合わせ、感染症対策に関する情報提供が市民・外国人の
皆さんに行われている。適時かつ丁寧な情報提供（広報）に努めることを要望し、ワクチン接種
をしない人やワクチン接種ができない人に対して、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷が無いよう広報に努めることを要望
する。

２ 外国人に対する新型コロナウイルス感染症対策について
　コロナ禍における外国人就労、生活相談など、各種支援やワク
チン接種について人権に配慮した対応に努めることを要望する。

　新型コロナウイルス感染症に対応するよう
令和 2 年に市議会として、要望・提言を市長
に提出しましたが、いまだ感染拡大の状況が続
いて終息が見えません。
　そこで更なる対応を求め、６月定例会常任
委員会で話し合い、まとめた要望・提言を紹介
します。
　これらはこの後、議長から市長に要望します。

総
務
環
境
委
員
会

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

３常任委員会で提言まとまる!!３常任委員会で提言まとまる!!

新型コロナワクチン接種の受付

特 集特 集
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 空き家の利活用について、市外・大

都市への広報活動を拡大して人口増につ
なげられたら一石二鳥と考えるが？

 重要な課題ととらえ、総務環境委員

会として調査研究し、空き家の利活用について、市への
政策提言ができればと考えています。（総務環境委員会）

 議会において「いじめ」や「パワハラ・

セクハラ」、「忖度」はあるか？

 質問を受けた時点では、これまで議

会として「いじめ」や「パワハラ・セクハラ」
について、「あってはならないもの」と認識していたと
ころです。
　しかし、その後、回答するまでの間において、議会広
報特別委員会の会議のなかで、議員間でのパワーハラス
メント行為が発生しました。
　このことは、人権問題にもつながることもあり、市民
の信頼を損なう事態を招いたことは誠に遺憾でありま
す。
　ハラスメント行為は、無自覚に行われることもあるの
で、各議員が正しく理解し行動するための研修会等を開
催するなど、ハラスメント対策に取り組み、防止に努め
ます。なお、忖度については個々の議員の内面に係るこ
となので、確認は困難です。（議会運営委員会）

※令和３年７月 28 日に、ハラスメントに関する議員研
修会を実施しました。

 コロナ禍での議会報告会における参

加者の変更のお知らせが、議会だよりモ
ニターになかったことと、市民代表とし
て議会だよりモニターの人たちだけでも
参加できるようにしてほしかった。

 当時の感染状況から、市民参加なしで開催しました。

今後、感染状況にもよりますが、議会だよりモニターも
含め、市民参加のあり方と広報に関しては、慎重に検討
していきます。（議会改革推進委員会）

 1 月 14 日付け信濃毎日新聞に片山善

博元鳥取県知事の話として「新型コロナ
ウイルス特別措置法の運用を誤った」と
あり、「文春新書」に紹介されていたがご
存知か？

 該当新聞記事については拝見しています。議会、議員

はいろいろな情報などの把握に努め、対応していきたいと
思います。（議会運営委員会）

 令和２年６月定例会において、コロ

ナ対策として一部の議員が議場を退席し
たが（会議規則や総務省からの通達から
して）退席は市民に対する背信行為にな
らないか？

 議会としての感染防止対策として、「３密」を避ける

ため、一般質問は議員の質問時間を短縮し、一般質問を行
わない議員は、一部退席によりテレビ視聴をしたものです。
（議会運営委員会）

  《空き家整備と利活用促進》

  《議会にハラスメントや忖
そんたく

度はあるか》   《議会報告会の開催方法について》

  《コロナ感染症対策と新聞報道》

  《６月定例会におけるコロナ対策は》

問 問

問

問

答

答

答

答

問

答

第７回議会報告会で
市民のみなさんから寄せられた
ご意見・ご質問にお答えします

続・議
会報
告会

続・議
会報
告会
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 議会基本条例の見直し状況と今後の

予定は？

 条例は平成 25 年７月１日に施行さ

れ、現在、全条項にわたる検証と見直し
を行っています。パブリックコメントを経て、令和３年
９月の定例会に改正案を上程する予定です。（議会改革
推進委員会）

 広報は届いてこその広報。議会の広

報である議会だよりは、いかに市民に届け
るかを考える必要がある。
　また、市政・議会の運営がマスコミで
どのように報道されているのか、議員も
把握することが重要ではないか。

 住民にとってより納得感が得られる

合意形成を進めるために、総務省研究会
の報告書にもある「議会モニター制度」
を導入してもらいたい。

 議会だよりモニターは取り入れています。「議会モニ

ター制度」「議会サポーター制度」等を導入している自治
体もあるので、開かれた議会に向け、調査・研究をしな
がら検討していきます。（議会改革推進委員会）

 二元代表制が地方自治の基本であ

り、議会は情報収集能力の強化が求めら
れている。市長の議案提出に対し、決め
るのは議会であるので、世代間や障がい
の有無、男女、国籍など市民の多様性を
重視して審議してほしい。

 市民の意見を基に議論することは、言論の府として

大切なことです。ご指摘のとおり、市議会の情報収集能
力の強化に努めていきます。（議会運営委員会）

 議会ホームページの充実を望みます。

ペーパーレス化やマンガで考える議会、
議会だよりの質問者の写真入りにより、
議員の顔と考え方を表に出してほしい。

 ペーパーレスの時代なので、紙媒体も含め検討する

必要があります。内容としては、文字数を減らし、イラ
ストや写真を多く取り入れた紙面づくりを心掛けていま
す。マンガ導入も若い人たちに訴求力があるので検討し
ていきます。（議会広報特別委員会）

　第７回議会報告会は、１月15日に開催しました。新型コロナウイルス
感染症対策のため、市民の皆さんの出席をご遠慮いただき、動画配信の
形で行いました。報告資料と録画映像を市議会ホームページにおいて
配信しております。
　報告会の概要は第 62号に掲載していますが、本号では市民の皆さん
からのご意見・ご質問に回答させていただきます。なお、
右のQR コードから市議会ホームページでもご覧いただけ
ます。

  《議会基本条例の改正について》

  《情報発信（広報）について》

  《議会モニター制度の導入について》

  《地方自治における議会の役割》   《議会ホームページについて》

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答 議会だよりは紙媒体だけでなく、ホームページや「マ

チイロアプリ」の利用登録促進も行い、議会だよりを読ん
でもらえる道筋を増やしています。市政・議会運営が新聞
等でどのように報道されているか等、議会としても情報収
集に努めていきます。（議会広報特別委員会）
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不採択

議
員
提
出
議
案
第
２
号

「
外
国
人
政
策
全
般
の
検
討
に
よ
る
外
国
人
基
本
法
策
定
を

求
め
る
意
見
書
」

陳
情
第
７
号

最
低
賃
金
の
改
善
等
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
第
９
号

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
安
全
性
確
保
を

求
め
る
陳
情

議
員
提
出
議
案
第
３
号

「
生
理
用
品
を
軽
減
税
率
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
」

小
松 

洋
一
郎

小
松 

芳
樹

林 

孝
彦

遠
藤 

武
文

小
林 

純
子

小
林 

純
子

宮
下 

明
博

臼
井 

泰
彦

　

各
地
域
の
生
活
水
準
を
全
国
統
一

で
考
え
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
経
済
へ
の
影
響
か
ら
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
は
現
実
と
の
乖か

い
り離

が
大
き
く
不
可
能
だ
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
コ
ロ
ナ
の
終
息

　

日
本
人
に
も
外
国
人
に
も
等
し
く

人
権
の
尊
重
が
必
要
だ
。
共
生
へ
の

取
り
組
み
や
差
別
撤
廃
の
施
策
を
強

力
に
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、
多
文
化

共
生
社
会
実
現
の
た
め
、
外
国
人
政

策
全
般
の
向
上
が
急
務
で
あ
る
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
雇
用

が
減
り
、
労
働
者
の
職
の
安
定
性
を

損
な
う
。
企
業
の
利
益
は
株
主
に
配

当
さ
れ
る
も
の
。
内
部
留
保
は
繰
り

延
べ
し
て
い
る
株
主
の
財
産
で
あ
る

た
め
、給
与
に
回
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

日
本
の
最
低
賃
金
の
水
準
が
低

く
、
非
正
規
雇
用
が
全
雇
用
者
の
４

割
を
超
え
る
現
状
は
、
人
口
減
、
少

子
化
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な
っ
て
お

り
、
重
要
な
課
題
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
従
来
の

手
法
と
は
全
く
違
う
遺
伝
子
工
学
等

の
技
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
自
治
体
は
市
民
へ
の
十

分
な
情
報
提
供
や
安
全
確
保
の
努
力

が
求
め
ら
れ
る
。任
意
接
種
の
た
め
、

不
利
益
な
取
り
扱
い
や
同
調
圧
力
に

よ
る
接
種
が
許
さ
れ
な
い
よ
う
自
治

体
は
十
分
な
配
慮
も
必
要
だ
。

　

在
留
資
格
、
入
管
難
民
法
、
外
国

人
基
本
法
等
に
関
わ
る
法
律
を
勉
強

し
、
知
識
を
得
て
か
ら
の
採
択
が
望

ま
し
か
っ
た
。
勉
強
の
機
会
を
お
願

い
し
、
外
国
人
が
日
本
で
働
き
や
す

く
な
る
よ
う
法
律
を
整
備
し
て
も
ら

い
た
い
。

　

地
域
別
最
低
賃
金
制
度
で
地
域
間

格
差
が
固
定
・
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
雇
用
者
の
負
担
の
解
決
は

重
要
課
題
だ
。
中
小
企
業
支
援
と
一

体
の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
賛
同

す
る
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

長
期
治
験
の
な
い
ワ
ク
チ
ン
で
、
接

種
し
た
医
療
関
係
者
や
海
外
の
事
例

で
は
重
大
な
副
反
応
が
報
告
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
に
対
し
て
十
分

な
情
報
提
供
と
、
副
反
応
が
出
た
場

合
の
個
人
補
償
を
求
め
る
陳
情
。

不採択

採択 採択

注目あつめた陳情
　令和 3年 6 月定例会が 5 月 31日か
ら6月 24日まで開催され、令和 3年度
補正予算を含む報告19件、議案 14 件、
議員提出議案 2件、陳情7件を審査しま
した。主な質疑と討論を紹介します。

経
済
の
回
復
の
た
め
に
は
国
民
の
購

買
力
を
高
め
る
べ
く
最
低
賃
金
を

１
５
０
０
円
へ
と
改
善
し
、
中
小
・

零
細
企
業
へ
の
支
援
を
国
に
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
。

東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
口
の
流
動
化
と
テ
ロ
や
ク
ー
デ
タ
ー
、
国
家
に
よ
る

人
権
侵
害
事
案
に
国
家
間
の
国
際
協
力
に
よ
る
対
応
が
必
須
で
あ
る
こ
と
に
鑑

か
ん
が
み
、

日
本
も
先
進
諸
外
国
並
み
の
外
国
人
統
合
政
策
が
必
要
。
外
国
人
の
人
権
享き

ょ
う
ゆ
う有

主
体
性
（
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
る
主
体
で
あ
る
こ
と
）
を
認
め
出
生
か
ら

人
生
の
終
盤
ま
で
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
基
本
法
の
策
定
を
国
に
求
め
る
も
の
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
的
困
窮
な
ど
か
ら
生
理
用
品
が
買
え
な
い
「
生
理
の
貧
困
」
が
顕け

ん

在ざ
い
か化
し
て
い
る
。
生
理
用
品
は
女
性
が
女
性
と
し
て
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

の
必
需
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
も
の
。

　

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
地
方
議
会
初
の
意
見
書
提
出
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
議
員
全
６
名
が
連
名
で
提
出
し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
八や

し
お潮

市
議
会
に
続
く
国
へ
の
意
見
書
提
出
と
な
り
ま
す
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

を
天て

ん
び
ん秤
に
か
け
た
政
策
。
副
反
応
等

の
心
配
は
よ
く
分
か
る
が
、
日
本
医

師
会
等
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
は

詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
費
に
よ
る
接
種
の
た
め
補
償
は
国

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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24
名
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
任
期　

令
和
３
年
７
月
20
日

か
ら
３
年
）

７
億
７
３
０
０
万
円
減
額
し
、

補
正
後
の
予
算
額
は
、
５
８
０

億
４
５
０
０
万
円
に
。

交
付
金
や
国
県
補
助
金
な
ど
の

歳
入
の
増
減
補
正
と
事
業
実
績

に
よ
る
歳
出
の
増
減
補
正
。

 

議
案
第
63
号

 

農
業
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

 

報
告
第
15
号

 

令
和
２
年
度

 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
（
専
決
第
１
号
）

令和３年  6 月定例会

議
案
第
54
号
・
第
62
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

保
育
政
策
費
の
具
体
的
内
容

は
。

県
の
事
業
を
受
託
し
た
経
緯
と

市
の
支
援
事
業
と
の
関
係
は
。

不
登
校
の
様
々
な
原
因
を
見
極

め
た
上
で
指
導
・
支
援
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
か
。

答答

答

問問

問

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

給
付
対
象
で
な
か
っ
た
幼
児
に

対
し
、
新
た
に
国
が
補
助
金
交

付
を
行
う
。
幼
児
１
人
あ
た
り

月
額
保
育
料
の
３
分
の
１
ず
つ

を
国
・
県
が
負
担
す
る
。

本
事
業
は
、
県
が
国
庫
補
助
を

受
け
て
行
う
新
規
事
業
。
学
び

の
継
続
の
た
め
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
家
庭
や
地
域
の
居

不
登
校
児
の
家
庭
と
中
間
教
室

と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
等
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
も
計
画
し
て
い
る
。

学
校
満
足
度
調
査
等
か
ら
課
題

や
不
安
を
把
握
し
、
学
校
、
市

教
委
、
子
ど
も
と
保
護
者
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
取
り
組
む
。

可決

一般会計補正予算の主なもの
子育て世帯生活支援特別給付
金給付事業

ひとり親世帯　5,400 万円
その他世帯　　8,400 万円

低所得の子育て世帯等への生活支援特別給付金
（一世帯あたり５万円の給付）

新型コロナウイルス感染症生
活困窮者自立支援金支給事業 4,500 万円

総合支援資金等の特例貸付を利用できない生活困窮
世帯に給付する自立支援金等
（一世帯あたり６～10万円の給付）

ワクチン予防接種事業 8,900 万円 新型コロナウイルスワクチン接種実施に伴う費用

基金積立金 ３億円 財源調整による財政調整基金への積立金

とコロナ禍への対応

補正前の予算額   →
413億6,900万円　

補正予算
審議

補正額（増額）→  
6億2,400万円

補正後の予算額
419億9,300万円

可　決令和3年度安曇野市一般会計補正予算
（専決第1号・補正第2号・第3号）

報告第21号・議案第54号・第62号

保
育
政
策
費

不
登
校
児
童
生
徒
継
続

支
援
事
業

市内のワクチン接種の様子

場
所
訪
問
等
を
支
援
す
る
。
既

存
支
援
事
業
を
強
化
拡
充
す
る
。
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賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

議　案
第59号

令和３年度　安曇野市総合体育館スポーツ関係備
品購入（卓球等）に係る売買契約について ５／31 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第60号

令和３年度　安曇野市総合体育館スポーツ関係備
品購入（バレー等）に係る売買契約について ５／31 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳　情
第７号

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情書 ６／24 不採択 × ○ × × × ○ × × × × × × × ○ × × ○ × × × 議

陳　情
第９号

新型コロナワクチン接種の安全性確保を求める
陳情 ６／24 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × 議

議員名

議案名

６月定例会で審議した結果です

政務活動費収支報告

　議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派又は議員に対し、一人あたり年間 12 万円（月
1万円）を上限に政務活動費を交付しています。
　令和２年度政務活動費の収支報告書は、安曇野市議会のホームページでも公表しています。
また、議会事務局でも閲覧できます。

令和２年度 政務活動費の実績内訳表  （単位：円）
政和会

公明党 日本共産党
安曇野市議団

自民安曇野
（12月１名増）

政和クラブ
（11月～） 召田  義人

内川  集雄
（12月～）

小林  純子 増田望三郎 林 　孝彦 合計
会派名

・10月5名減
・11月解散
(4～11月分）

清算後
他会派異動分
（12～３月分）

人
数

年 度 当 初 7 3 3 4 1 1 1 1 21

増 減 △ 5 △ 2 1 5 1 0

変 更 後 2 △ 2 3 3 5 5 1 1 1 1 1 21

収
入

年度当初交付額 840,000 360,000 360,000 480,000 120,000 120,000 120,000 120,000 2,520,000

増 減 額 △ 250,000 △ 80,000 40,000 250,000 40,000 0

変 更 後 590,000 △ 80,000 360,000 360,000 520,000 250,000 120,000 40,000 120,000 120,000 120,000 2,520,000

支
出

調 査 研 究 費 70 9,680 1,500 19,360 30,610

研 修 費 10,000 4,000 36,840 50,840

資 料 作 成 費 3,000 2,700 5,700

資 料 購 入 費 25,861 4,495 60,000 13,750 40,074 19,132 35,000 48,616 246,928

広 報 費 325,109 236,250 72,320 111,800 745,479

広 聴 費 0

会 議 費 820 820

要請・陳情活動費 0

事 務 費 15,184 15,184

そ の 他 0

小 計 25,861 0 340,494 60,000 250,000 40,074 19,132 120,000 120,000 120,000 1,095,561

報告時の返金額 564,139 ※△ 80,000 360,000 19,506 460,000 0 79,926 20,868 0 0 0 1,424,439

QRコードから議会
ホームページへ

※政和会 11月解散・清算後に、12月の新規交付・変更交付に充当した額。
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      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

63号 安曇野市農業委員会委員の任命について 同意

令和３年  6 月定例会

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

55 号 令和３年度安曇野市産業団地造成事業特別会計
補正予算（第１号）

原案
可決

56号 市有財産の処分について（あづみ野産業団地）

57号 市有財産の処分について（古厩会館土地及び建物の譲与）

58号 市道の認定について

61号 安曇野市公園条例の一部を改正する条例

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

51 号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案
可決52号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

２号
（継続）安曇野市のより良い給食センターを求める陳情

継続
審査

４号 安曇野市の「市バス実現」を求める陳情 継続
審査

５号 三郷児童クラブの児童受け入れ体制の充実を
求める陳情 採択

６号 黒沢洞合自然公園の更なる充実と活用を求める
陳情

継続
審査

７号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 不採択

８号 外国人政策全般の検討による外国人基本法策定を
求める意見書提出（地方自治法第99条）の陳情の件 採択

９号 新型コロナワクチン接種の安全性確保を求める
陳情 不採択

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

53 号 安曇野市入学準備金貸付基金条例の一部を改正する条例

原案
可決

54号 令和３年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）

59号 令和３年度安曇野市総合体育館スポーツ関係備品
購入（卓球等）に係る売買契約について

60号 令和３年度安曇野市総合体育館スポーツ関係備品購入
（バレー等）に係る売買契約について

62号 令和３年度安曇野市一般会計補正予算（第３号）

64号 令和３年度穂高北部児童館建設事業　穂高北部児童館
建設工事請負契約について

      報告事項
報告
提出 件　　　　　　　名 結果

5 号 令和２年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書に
ついて

受理

6号 令和２年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書に
ついて

7号 令和２年度安曇野市産業団地造成事業特別会計事故繰越し
繰越計算書について

8号 令和２年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書について

9号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（財物事故に関すること）

10号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（道路事故に関すること）

11号 債権放棄の報告について（住宅新築資金等貸付金に係る
債権）

12号 債権放棄の報告について（水道料金に係る債権）

13号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市税条例等
の一部を改正する条例）

承認

14号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市固定資産
評価審査委員会条例の一部を改正する条例）

15号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度
安曇野市一般会計補正予算（専決第１号））

16号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度安曇野
市国民健康保険特別会計補正予算（専決第１号））

17号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度安曇野
市後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第１号））

18号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度安曇野
市介護保険特別会計補正予算（専決第１号））

19号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度安曇野
市産業団地造成事業特別会計補正予算（専決第１号））

20号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度安曇野
市有明荘特別会計補正予算（専決第１号））

21号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
安曇野市一般会計補正予算（専決第１号））

22号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（道路事故に関すること）

受理
23号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について

（財物事故に関すること）

      議員提出議案
議員
提出 件　　　　　　　名 結果

２号 外国人政策全般の検討による外国人基本法策定
を求める意見書 原案

可決
３号 生理用品を軽減税率の対象にすることを求める

意見書

６月定例会で審議した結果です

ページへページへ

ページへページへ

1111

1010

    
｝

｝

｝

ページへページへ

ページへページへ

77

1212

    

童館

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

６６

６６

６６

６６

６６

1111

ページへページへ

ページへページへ

7.7.1212

7.7.1111

ページへページへ

ページへページへ

1111

1010

ページへページへ1212
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トピック

安曇野市入学準備金
貸付制度を変更

・
使
用
材
料
は
地
元
生
産
者
が
提
供
し
て
い
る
。
生
産

者
を
知
り
農
業
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
食
育
の
面

で
、
堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
特
色
で
あ
る
。

・
経
費
を
縮
減
す
る
こ
と
は
大
事
だ
が
、
質
の
部
分
を

落
と
さ
な
い
か
不
安
が
あ
る
。
経
費
を
削
っ
て
運
営

し
て
い
く
方
法
し
か
な
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。

・
地
産
地
消
、
農
家
の
作
付
け
量
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考

え
る
と
、
小
規
模
な
方
が
や
り
や
す
い
。
地
域
の
声

を
大
事
に
し
な
い
と
子
育
て
を
し
た
い
気
持
ち
が
そ

が
れ
て
し
ま
う
。

・
２
〜
３
年
前
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
不
足
問
題
は
取
り

上
げ
ら
れ
、
順
次
増
加
に
転
じ
て
い
る
が
、
ま
だ
充

足
し
て
い
な
い
。

・
学
校
の
教
室
に
余
裕
が
無
く
対
応
で
き
な
い
。
引
き

続
き
働
き
か
け
た
い
。
教
室
の
活
用
が
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
簡
単
な
施
設
で
い
い
か
ら
学
校
の
敷
地

内
に
設
置
で
き
な
い
か
。

・
市
が
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
、
議
会
の
中
で
説
明

を
受
け
認
め
た
。
県
の
調
節
池
計
画
が
令
和
元
年
ま

で
曖あ

い
ま
い昧

だ
っ
た
が
、
計
画
が
決
定
し
不
確
定
要
素
は

な
く
、
当
初
の
債
務
負
担
行
為
の
内
容
で
進
め
る
段

階
に
あ
る
。

・
債
務
負
担
行
為
や
公
園
拡
張
、
活
用
を
多
面
的
に
考

え
、
将
来
の
維
持
管
理
も
含
め
、
原
点
に
返
っ
て
検

討
す
る
と
い
う
市
の
意
見
も
踏
ま
え
、
継
続
に
し
た

い
。

三
郷
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童

受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を

求
め
る
陳
情

黒く
ろ
ざ
わ
ど
あ
い

沢
洞
合
自
然
公
園
の
更

な
る
充
実
と
活
用
を
求
め

る
陳
情

陳情第５号陳情第６号

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
安
全
性
確
保
を

求
め
る
陳
情

陳情第９号

安
曇
野
市
の
よ
り
良
い

給
食
セ
ン
タ
ー
を
求
め

る
陳
情

議案第２号
福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
含
む
議
案
４
件
、
陳
情
３
件
を

６
月
17
日
に
、
陳
情
１
件
を
６
月
21
日
に
、
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
６
月
24
日
に
審
査
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

　高校・大学等の入学準備金を所定の
要件を満たす保護者に貸付ける制度。
　国・公立大学40万円、私立大学60万
円、公立高校10万円、私立高校30万円。
　返済は月払いで大学を「入学から６
年」に改める。ただし、高等学校は修
学期間が限度。月々の返済額を低額に
抑え、負担の軽減を図った。

　

審
査
結
果　

　

審
査
結
果　

　

委
員
の
意
見　

　

委
員
の
意
見　

　

委
員
の
意
見　

　

委
員
の
意
見　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
社
会

的
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
あ

る
。
市
は
副
作
用
に
対
す
る
情
報
を
適
切
に
伝
え
、

本
人
の
自
主
的
判
断
で
接
種
し
て
い
る
。

・「
言
論
統
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
」
と

聞
い
た
。
長
期
的
な
副
反
応
等
を
含
め
注
視
し
て
い

き
た
い
。
市
に
も
そ
の
よ
う
な
情
報
提
供
を
求
め
て

い
く
が
、
市
と
し
て
個
人
補
償
を
す
る
こ
と
は
、
法

律
的
仕
組
み
か
ら
で
き
な
い
の
で
反
対
す
る
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
、
教
育
委
員
会
の

考
え
も
加
味
し
、
も
っ
と
本
件
の
研
究
を
し
た
い
と
継

続
審
査
と
な
っ
た
。

　

賛
成
多
数
で
「
継
続
審
査
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
。

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

３３

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

88
・・
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常任委員会報告

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
と
陳
情
２
件
を
６
月
16
日
に
審
査

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

総
務
環
境

外
国
人
政
策
全
般
の
検
討
に

よ
る
外
国
人
基
本
法
策
定
を

求
め
る
意
見
書
提
出
（
地
方

自
治
法
第
99
条
）
陳
情
の
件

安
曇
野
市
の「
市
バ
ス
実
現
」

を
求
め
る
陳
情

陳情第８号

陳情第４号

トピック

「もえるごみ専用指定袋」の無料交付

　

陳
情
の
趣
旨
は
、
決
議
に
よ
り
、
外
国
人
政
策
全
般

の
検
討
に
よ
る
外
国
人
基
本
法
策
定
を
求
め
る
意
見
書

を
、
国
会
に
提
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。
陳
情
の

理
由
は
、
我
が
国
に
お
い
て
根
本
的
な
外
国
人
政
策
を

求
め
る
基
本
法
が
欠け

つ
じ
ょ如
し
て
い
る
結
果
、
入
管
・
難
民
・

教
育
・
労
働
・
通
訳
・
司
法
行
政
ア
ク
セ
ス
・
差
別
禁

止
措
置
・
医
療
・
年
金
・
介
護
等
、
外
国
人
の
人
生
全

般
に
お
け
る
必
要
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
た
め
。

　

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対

策
で
は
、
人
権
と
い
う
扱
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
考
え
て
も
、
一
刻
も
早
く
外
国
人
の
人
権
を
、
基
本

法
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
世
の
中
に

な
る
こ
と
を
願
う
。

　

外
国
人
差
別
や
偏
見
は
、
人
の
心
か
ら
、
そ
し
て
社

臼
井 

泰
彦

林 

孝
彦

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

　市では家庭の負担軽減を図るため、「もえるごみ
専用指定袋」の無料交付を行っている。
　各家庭へ送付した「無料引換券」を切り取らず
に持参し、９月 30 日までに市役所や各支所で忘れ
ずに引き換えを。
　また、大サイズのもえるごみ専用指定袋（50リッ
トル）の販売が一部のお店で始まっている。

　

賛
成
多
数
で
「
継
続
審
査
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
。

・
調
査
は
信
頼
に
足
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

科
学
的
・
学
問
的
に
確
実
に
信
頼
性
を
持
っ
た
も
の

で
な
い
と
困
る
の
で
は
な
い
か
と
危き

ぐ惧
す
る
。

・
部
会
の
報
告
書
に
は
課
題
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
巡

　

審
査
結
果　

　

委
員
の
意
見　

　

委
員
か
ら
、
知
ら
な
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
勉

強
し
な
い
で
意
見
書
は
出
せ
な
い
の
で
、
審
査
を
継
続

し
た
い
と
い
う
意
見
が
出
た
が
、
賛
成
少
数
と
な
り
、

継
続
審
査
は
「
否
決
」
と
決
定
し
、
引
き
続
き
審
査
を

行
っ
た
。

誰もが尊重される社会を！

　

陳
情
は
、
市
民
が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

交
通
手
段
の
確
保
を
図
る
こ
と
は
最
優
先
課
題
の
一
つ

と
考
え
、
あ
づ
み
ん
の
充
実
と
市
バ
ス
の
実
現
を
求
め

る
も
の
。

　

安
曇
野
市
地
域
公
共
交
通
会
議
兼
協
議
会
は
、
巡
回

バ
ス
は
運
行
せ
ず
、
あ
づ
み
ん
の
充
実
に
よ
り
対
応
す

る
と
結
論
を
出
し
た
、
と
市
が
説
明
し
た
。

会
か
ら
な
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
人

に
も
外
国
人
に
も
等
し
く
人
権
の
尊
重
が
必
要
で
あ

る
。
日
本
人
も
外
国
人
も
、
共
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
外
国
人

政
策
全
般
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

回
バ
ス
・
市
バ
ス
の
可
能
性
は
探さ

ぐ

っ
て
い
く
余
地
が

あ
る
と
思
う
。
あ
づ
み
ん
の
充
実
は
大
い
に
期
待
す

る
。

・
距
離
に
よ
っ
て
収
入
が
変
わ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
運

賃
収
入
も
入
っ
て
く
る
と
思
う
。
ま
た
、「
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
市
外
の
人
も
乗
る
と
思
う
の
で
、
料
金
設
定

を
変
え
た
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
継
続

審
査
と
し
た
い
。

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

88
・・
99
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一 般 質 問６月
定例会 市政のここが聴きたい!!

を
見
据
え
た
自
動
運
転
な
ど
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
せ
な
い
か
。

市
長 

自
家
用
車
の
自
粛
は
、
市
民
の
意
識
改

革
が
課
題
と
な
る
。
バ
ス
の
利
用
度
が

低
い
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
結
び

付
け
た
試
行
運
転
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

山
麓
線
か
ら
広
域
農
道
経
由
大
糸
線
駅

ま
で
の
定
時
定
路
線
の
試
行
運
転
は
。

市
長 

巡
回
バ
ス
と
同
様
に
課
題
が
多
い
の
で

慎
重
に
研
究
す
る
問
題
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
ス
ト
レ
ス

対
策
に
つ
い
て

〇
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
の
経
営
移
譲
及
び
施

設
譲
与
に
つ
い
て

自民安曇野
小松 洋一郎

未
来
を
見み

す据
え
た
公
共

交
通
政
策
こ
れ
で
よ
い
の
か

　

問 

５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
地
域
公
共
交

通
会
議
兼
協
議
会
に
お
け
る
市
内
巡
回

バ
ス
運
行
及
び
デ
マ
ン
ド
交
通
拡
充
の

方
針
決
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

巡
回
バ
ス
は
十
分
な
利
用
が
見
込
め
ず
、

市
民
へ
の
公
平
性
に
欠
け
、
費
用
対
効

果
が
低
い
こ
と
か
ら
運
行
し
な
い
結
論

と
な
っ
た
。
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
土
曜

日
の
運
行
、
区
域
ま
た
ぎ
運
行
、
車
両

の
増
車
、
待
ち
時
間
の
見
え
る
化
が
実

現
で
き
る
よ
う
研
究
す
る
。

　

問 

高
齢
者
に
重
点
を
置
い
た
聴
き
取
り
調

査
の
妥
当
性
及
び
国
の
特
別
交
付
金
を

受
け
た
場
合
の
市
の
実
質
負
担
額
は
。

政
策 

実
際
に
使
用
さ
れ
る
高
齢
者
に
対
し
、

 

路
線
内
容
等
を
職
員
が
説
明
し
、
６
０

 

３
人
よ
り
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

財
政 

第
２
案
の
運
行
費
用
８
５
０
０
万
円
に

対
し
、
特
別
交
付
税
は
６
８
０
０
万
円

 

で
、
市
の
負
担
は
１
７
０
０
万
円
と
な

 

る
。
デ
マ
ン
ド
と
定
時
定
路
線
の
併
用

 

で
、
市
の
実
質
負
担
額
は
約
４
５
０
０

 

万
円
と
な
る
。

　

問 

巡
回
バ
ス
を
一
部
試
行
運
行
さ
せ
、
自

家
用
車
の
自
粛
に
よ
る

Co2
削
減
や
将
来

穂高駅前で乗れる定時定路線バス

無会派
内川 集雄

　

問 

明
科
地
域
の
買
い
物
難
民
ゼ
ロ
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工 

市
商
工
会
と
連
携
を
図
り
、
あ
づ
み
ん

の
さ
ら
な
る
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、

買
物
難
民
ゼ
ロ
に
つ
な
が
る
、
実
行
可

能
な
支
援
策
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

　

問 

性
犯
罪
等
の
知
識
と
対
応
を
正
し
く
身

に
つ
け
る
た
め
の
、
幼
児
期
か
ら
の
性

教
育
が
必
要
と
考
え
、
市
に
伺
う
。

教
長 

発
達
段
階
を
踏
ま
え
、
心
身
の
発
育
・

発
達
と
健
康
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
性
犯
罪
や
性
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
指
導
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
必
要
な
技
能
を
高
め
る
。

　

問 

野
田
市
児
童
虐
待
死
亡
事
例
検
証
報
告

書
か
ら
、
市
の
対
応
を
伺
う
。

福
祉 

報
告
書
で
指
摘
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て

よ
そ
ご
と
と
せ
ず
、
情
報
共
有
の
方
法

や
関
係
機
関
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
、

改
善
点
が
な
い
か
確
認
し
、
相
談
支
援

体
制
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
児
童
虐

待
に
よ
り
、
貴

と
う
と

い
命
が
失
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

の
確
保
を
最
優
先
に
対
応
し
て
い
く
。

　

問 

危
険
な
国
道
19
号
野
田
信
号
交
差
点
の

改
良
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設 

横
断
歩
行
者
滞た

い
り
ゅ
う

留
ス
ペ
ー
ス
設
置
に
つ

い
て
、
事
業
化
に
向
け
、
道
路
管
理
者

長
野
国
道
事
務
所
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
実
施
に
あ
た
り
、
地
権
者
の
合
意

形
成
が
必
要
と
な
り
、
地
元
関
係
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
る
。

明
科
駅
前
整
備
と
買
い
物

難
民
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

待
避
所
の
無
い
国
道
19
号
野
田

信
号
交
差
点
に
つ
い
て

防
犯
教
育
と
し
て
の
幼
児
期
の
性

教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

待避所の無い野田信号交差点
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最
低
賃
金
の
改
善
等
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
書

市
の
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

陳情第７号

議案第61号

経
済
建
設

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
の
賃
上
げ
に
よ
り
、
経

済
効
果
と
し
て
何
が
考
え
ら
れ
る
か
。

明
科
駅
前
か
ら
デ
リ
シ
ア
が
消
え
て
し
ま
い
心
配

し
て
い
た
が
、
近
く
に
移
転
し
て
開
業
予
定
と
聞

き
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
他
の
店
舗
等
の
移
転
・
補

償
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

地
域
住
民
は
地
元
ス
ー
パ
ー
の
再
開
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
。
何
と
か
年
末
ま
で
に
開
店
で
き
る
よ

う
、
市
の
開
発
手
続
き
を
迅
速
に
で
き
な
い
か
。

海
外
の
工
場
を
日
本
へ
移
転
す
る
等
グ
ロ
ー
バ

ル
な
自
由
経
済
の
中
で
、
需
要
と
供
給
の
関
係

か
ら
支
援
策
が
本
当
に
で
き
て
、
中
小
企
業
が

何
と
か
な
る
の
か
疑
問
だ
。
一
気
に
１
５
０
０

円
に
す
る
の
は
、
大
変
困
難
な
額
で
は
な
い
か

と
思
う
が
。

デ
リ
シ
ア
の
移
転
予
定
地
の
中
に
公
園
用
地
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
令
和
２
年
３
月
に
市
に
協
力

を
求
め
て
い
た
は
ず
だ
が
、
市
の
対
応
は
遅
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

中
小
企
業
に
一
方
的
に
賃
上
げ
を
要
求
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
中
小
企
業
へ
の
支
援
と
一

体
的
に
賃
上
げ
を
し
な
か
っ
た
ら
意
味
が
な

い
。
労
働
総
研
の
試
算
で
は
、
１
５
０
０
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
で
国
内
生
産
を
26
・
７
兆
円

押
し
上
げ
、
付
加
価
値
を
13
兆
円
増
や
す
と

１
６
９
万
人
余
の
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
。

そ
れ
に
よ
り
税
収
も
２
・
48
兆
円
増
加
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
発
表
し
て
い
る
。

新
た
な
場
所
で
営
業
予
定
の
店
も
あ
る
な
ど
、
移

転
・
補
償
等
は
ま
だ
交
渉
中
で
あ
る
。

地
域
に
と
っ
て
大
切
な
店
だ
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
市
民
の
要
望
に
沿
う
よ
う
に
市
と
し
て
も
協

力
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
待
遇
改
善
は
待
っ
た
な
し
だ
。
せ
め
て
、

５
年
程
度
を
か
け
て
少
し
ず
つ
是ぜ

せ
い正
を
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
陳
情
し
た
。

こ
の
場
所
は
JR
用
地
が
絡か

ら

ん
で
い
る
関
係
で
国
土

調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
。
用
地
を
確
定
す
る
た
め

の
地
図
の
訂
正
や
、
測
量
等
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

令
和
３
年
４
月
に
登
記
し
地
番
が
確
定
し
た
の

で
、
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

トピック

常任委員会報告

あづみ野産業団地の
拡張事業造成工事が竣工
　令和２年10月に着工したあづみ野産業団地拡
張事業造成工事は、令和３年５月に竣工した。
　拡張部分の３区画はすでに売却済みで、販売価
格の11億 3,495 万円で市の事業費が賄われ、予
算の過不足なく完了した。
※令和３年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）
と安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算
（第１号）を議決。

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
含
む
議
案
の
う
ち
１
件
を
５
月
31

日
に
、
そ
の
他
３
件
と
陳
情
１
件
を
６
月
18
日
に
、
追
加
議
案
１
件
を
６
月
24
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

公園用地から払い下げる場所（斜線部分）

明
科
駅
前
公
園
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
デ
リ
シ
ア
の
移

転
に
伴
い
、
一
部
を
公
園
用
地
か
ら
外
し
て
用
途
廃
止

す
る
た
め
の
条
例
改
正
。

　

陳
情
者
と
の
質
疑
応
答
の
概
要　

デリシア開発事業地

明科交番

JR 線路

払い下げ土地

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

88
・・
99
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　

問 

移
動
が
困
難
な
人
へ
の
配
慮
は
。

保
健 

訪
問
診
療
が
必
要
な
人
は
、
普
段
か
ら

医
療
機
関
と
計
画
を
調
整
し
て
お
り
、

既
に
訪
問
接
種
を
開
始
し
て
い
る
。
必

要
な
本
数
だ
け
持
っ
て
行
き
、
ワ
ク
チ

ン
の
無
駄
が
出
な
い
よ
う
調
整
す
る
。

　

問 

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
の
対
応
は
。

保
健 

市
で
は
、
個
別
接
種
が
９
割
以
上
で
医

療
機
関
ご
と
に
対
応
。
医
療
従
事
者
を

第
一
、
次
い
で
接
種
券
が
配
布
さ
れ
て

い
る
対
象
者
、
か
か
り
つ
け
の
患
者
で

基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
や
在
宅
療
養
者
。

さ
ら
に
付
き
添
い
の
人
へ
の
接
種
も
検

討
す
る
。

　

問 

キ
ャ
ン
セ
ル
時
の
教
職
員
や
保
育
士
へ

の
接
種
は
。

保
健 

今
後
、
集
団
接
種
で
も
増
加
す
る
た
め
、

保
育
施
設
や
、
学
校
関
係
者
を
事
前
登

録
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
時
に
接
種

で
き
る
よ
う
既
に
対
応
を
始
め
た
。

　

問 

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
配
慮
は
。

福
祉 

集
団
接
種
で
、
視
覚
障
が
い
、
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
の
人
へ
の
対
応
、
聴
覚
障
が
い

の
人
に
耳
マ
ー
ク
の
提
示
、
筆
談
対
応

手
話
通
訳
の
派
遣
も
可
能
。
視
覚
障
が

い
の
人
に
は
、
接
種
券
送
付
後
に
予
約

状
況
を
見
て
案
内
す
る
。

　

問 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
が
創
設
さ
れ

る
が
、
見
込
み
と
取
り
組
み
、
及
び
特

例
貸
付
の
延
長
は
。

市
長 

７
月
か
ら
の
申
請
受
付
及
び
支
給
に
間

に
合
う
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
生

活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気

楽
に
市
に
相
談
し
て
も
ら
い
、
寄
り
添

 

っ
た
支
援
に
全
力
で
取
り
組
む
。

福
祉 

約
１
５
０
世
帯
が
該
当
見
込
み
。
要
件

を
満
た
せ
ば
単
身
月
６
万
円
、
２
人
８

 

万
円
、
３
人
以
上
10
万
円
を
３
カ
月

 

間
支
給
。
こ
れ
ま
で
の
特
例
貸
付
総
計

 

は
１
２
９
１
件
５
億
１
７
７
３
万
円
。

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

コ
ロ
ナ
支
援
金
に
つ
い
て

公明党
藤原 陽子

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

安
曇
野
市
水
環
境
基
本
計
画
に
将
来
像

と
し
て
、「
水
は
次
世
代
か
ら
の
預
か

 

り
も
の
」
と
掲か

か

げ
て
い
る
。
見
解
を
伺

 

う
。

市
長 

水
は
市
民
生
活
を
守
り
、
産
業
活
動
を

 

支
え
る
上
か
ら
も
、
市
民
共
有
の
財
産
。

 

水
環
境
を
守
り
、
育

は
ぐ
く

ん
で
き
た
先
人
の

 

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
営
み
が
あ
っ
た
か
ら

 

だ
。
計
画
を
推
進
し
、
水
環
境
を
次
世

 

代
に
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
く
強
い

 

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

問 

水
を
た
め
る
・
育
て
る
施
策
に
つ
い
て

伺
う
。

農
林 

麦む
ぎ
あ
と
た
ん
す
い

後
湛
水
事
業
は
、
約
80 

ha
前
後
で
推

移
。
生
産
者
か
ら
「
雑
草
の
抑
制
や
、

品
質
の
向
上
に
効
果
が
あ
る
」
と
言
わ

れ
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。
飼
料

米
は
、
約
１
１
０
ha
前
後
の
作
付
け
、

主
食
用
米
の
需
要
の
減
少
と
と
も
に
減

少
傾
向
だ
が
、
水
田
の
保
全
及
び
水
田

機
能
維
持
と
湛
水
の
観
点
か
ら
継
続
し

て
い
く
。

生
活 

定
期
的
実
施
の
一
斉
測そ

く
す
い水

、
賦ふ

ぞ
ん
り
ょ
う

存
量
調

査
で
は
平
成
27
年
度
と
比
較
し
、
５
年

間
で
３
４
０
万
㎥
増
加
。
一
方
、
そ
の

年
の
気
象
に
よ
り
、
渇
水
期
に
ワ
サ
ビ

田
で
水
枯
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
引
き
続

き
効
果
的
な
涵か

ん
よ
う養

施
策
の
確
立
が
課
題
。

　

問 

市
内
外
の
関
係
者
に
よ
る
地
下
水
協
力

金
、
地
下
水
保
全
活
動
等
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

生
活 

地
下
水
の
涵
養
施
策
に
要
す
る
資
金
の

調
達
、
費
用
負
担
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
３
月
ま
で
市
水
資
源
対

策
協
議
会
で
検
討
し
て
き
た
。
資
金
を

充
当
す
る
新
た
な
効
果
的
な
涵
養
施
策

が
確
立
す
る
ま
で
当
面
見
送
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
成
人
式
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成

水
は
次
世
代
か
ら
の

預
か
り
も
の

公明党
中村 今朝子

守っていきたい安曇野の田園風景
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問 

高
齢
者
は
接
種
率
70
％
で
７
月
末
ま
で

に
終
了
と
し
て
い
る
が
、
80
％
の
場
合

は
ど
う
か
。
ま
た
キ
ャ
ン
セ
ル
等
で
余

 

っ
た
ワ
ク
チ
ン
の
処
分
方
法
は
決
ま
っ

 

て
い
る
か
。

保
健 

現
在
の
予
約
状
況
は
79
％
ほ
ど
。
今
後
、

医
療
機
関
で
の
接
種
数
を
ど
の
く
ら
い

増
や
せ
る
か
の
確
認
を
行
い
な
が
ら
、

７
月
末
完
了
を
前
提
に
集
団
接
種
の
規

模
拡
大
を
検
討
。
キ
ャ
ン
セ
ル
時
の
取

り
組
み
は
、
医
療
機
関
ご
と
に
対
応
し

て
い
る
。

　

問 

安
曇
野
市
の
個
別
接
種
と
集
団
接
種
の

箇
所
数
と
接
種
人
数
を
伺
う
。

保
健 

個
別
接
種
が
主
体
で
全
体
の
約
９
割
以

上
。
個
別
接
種
は
55
カ
所
で
１
週
間
に

５
１
０
０
回
、
集
団
接
種
は
穂
高
保
健

セ
ン
タ
ー
１
カ
所
で
１
週
間
に
約
１
千

人
行
っ
て
い
る
。

　

問 
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
完
了
時
期
に
つ
い
て
、

県
は
11
月
末
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

市
は
い
つ
に
な
る
か
伺
う
。

市
長 

ワ
ク
チ
ン
供
給
を
前
提
に
、
11
月
末
の

完
了
へ
向
け
て
、
医
療
機
関
等
と
協
力

し
て
体
制
を
整
え
た
い
。

　

問 

市
は
、
ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
の
民

間
譲
渡
計
画
を
変
更
し
て
、
新
株
主
を

募
集
し
、
令
和
21
年
ま
で
所
有
し
て
解

体
す
る
計
画
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
年

額
５
６
５
３
万
円
の
納
付
金
（
施
設
の

貸
付
料
）
を
財
源
に
施
設
の
修
繕
・
改

修
を
行
っ
て
い
た
の
を
止
め
て
、
今
後

は
市
の
負
担
（
市
税
）
で
行
う
と
し
た
。

今
ま
で
な
か
っ
た
多
額
の
税
金
投
入
の

見
直
し
を
伺
う
。

市
長 

施
設
を
維
持
す
る
た
め
の
工
事
は
当
然

市
が
負
担
す
る
。
市
と
し
て
も
健
全
経

営
出
来
る
よ
う
努
力
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

自民安曇野
竹内 秀太郎

新型コロナウイルスワクチン接種の様子

（
株
）ほ
り
で
ー
ゆ
ー
へ
税
金
投
入

一 般 質 問

　

問 

説
明
会
後
の
ま
と
め
を
基
に
、
施
設
計

画
等
の
予
定
と
方
向
付
け
は
。

教
部 

こ
れ
ま
で
の
説
明
会
で
出
た
意
見
を
早

い
時
期
に
再
度
検
証
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
、
教
育
委
員
会

な
ど
で
も
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　

問 
今
後
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
現
在
の
考
え
は
。

教
長 

令
和
７
年
度
以
降
は
、
堀
金
を
除
く
３

給
食
セ
ン
タ
ー
で
市
内
の
全
小
中
学
校

を
賄

ま
か
な

う
こ
と
が
見
込
め
る
の
で
、
施
設

の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
３
セ
ン
タ
ー

に
移
行
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

ほりでーゆ～四季の郷

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
ほ
り
で
ー
ゆ
～
」
の

営
業
状
態
等
は
。

農
林 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
宿
泊
・
宴
会
・
入

浴
等
に
影
響
が
出
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
終
息
を
見
据
え
社
員
が
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
季
節
ご
と
の
プ
ラ
ン
を
提

供
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

問 

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
。

農
林 

多
く
の
市
民
か
ら
、
日
常
的
に
親
し
ま

れ
利
用
さ
れ
て
い
る
。「
信
州
の
安
心

 

な
お
店
認
証
制
度
」
を
取
り
入
れ
、
社

員
が
足
を
使
い
、
地
元
の
地
域
団
体
や

企
業
等
に
営
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

問 

姉
妹
都
市
の
小
中
学
校
、
並
び
に
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
関
連
で
の
誘
客
対
策
は
。

農
林 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
今
後
を
見
据
え
、

県
内
外
を
問
わ
ず
旅
行
会
社
へ
の
営
業

や
姉
妹
都
市
、
県
内
校
へ
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
送
付
す
る
な
ど
、
営
業
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
部 

隣
接
コ
ー
ス
で
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

教
室
を
９
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
に
５

回
、
小
学
生
と
保
護
者
対
象
に
行
う
。

ア
イ
デ
ア
溢あ

ふ

れ
る

「
ほ
り
で
ー
ゆ
〜
四
季
の
郷
」に

自民安曇野
一志 信一郎

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
廃
合
の

説
明
会
実
施
等
に
つ
い
て

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

問 

新
株
主
の
応
募
資
格
を
、
宿
泊
・
宴
会

事
業
ま
た
は
日
帰
り
入
浴
事
業
に
限
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
直
撃
し
た
業
種
。

手
を
挙
げ
よ
う
と
い
う
事
業
者
が
い
る

の
か
。

農
林 

早
急
の
経
営
改
善
に
は
、
同
事
業
に
お

け
る
運
営
実
績
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

　

問 

株
価
評
価
額
は
「
ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季

の
郷
」
が
15
万
円
余
、「
フ
ァ
イ
ン
ビ

 

ュ
ー
室
山
」
が
30
万
円
余
。
額
面
価
額

の
５
万
円
で
売
却
す
る
と
、
買
受
人
は

多
額
の
法
人
税
を
課
さ
れ
る
。
応
募
に

前
向
き
に
な
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

農
林 

株
式
評
価
額
は
令
和
元
年
度
の
決
算
で

算
出
し
た
額
。
令
和
２
年
度
決
算
で
評

価
額
は
下
が
る
予
想
。

　

問 

「
ほ
り
で
ー
ゆ
～
」
か
ら
毎
年
２
千
８

 

百
万
円
を
徴
収
す
る
方
針
。
現
在
は
納

付
金
免
除
で
も
ち
堪こ

た

え
て
お
り
、
経
営

を
圧
迫
す
る
要
素
に
な
る
の
で
は
。

農
林 

解
体
費
用
と
し
て
優
先
的
に
積
み
立
て

る
も
の
。
新
た
な
株
主
に
経
営
を
安
定

化
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

　

問 

「
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
」
の
施
設
譲
与
は
条

例
違
反
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

農
林 

議
会
の
議
決
で
譲
渡
が
可
能
と
な
る
。

　

問 

株
式
売
買
で
は
な
く
、
株
式
交
換
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
応
募
者
が
多
額
の

資
金
の
準
備
を
し
な
く
て
も
済
む
。

農
林 

市
民
説
明
会
で
説
明
し
て
き
た
経
過
が

あ
る
の
で
、
今
回
は
こ
の
方
策
で
進
め

た
い
。

　

問 

運
営
権
制
度
は
民
間
事
業
者
の
創
意
工

夫
を
引
き
出
す
趣
旨
で
創
設
さ
れ
た
も

の
。
観
光
事
業
に
は
運
営
権
制
度
を
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
林 

公
募
で
譲
渡
先
が
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、

再
度
検
討
し
た
い
。

「
ほ
り
で
ー
ゆ
〜
」

「
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
」
の
こ
と

政和クラブ
遠藤 武文

第三セクターの経営移譲に向け、
新株主募集を始める「ほりでーゆ～」

政和クラブ
松枝 　功

　

問 

令
和
２
年
８
月
、
Ａ
ル
ー
ト
帯
が
最
適

と
決
定
さ
れ
て
以
降
の
松
本
糸
魚
川
連

絡
道
路
（
松
糸
道
路
）
の
進
捗
状
況
は
。

建
設 

道
路
本
体
の
10
メ
ー
ト
ル
幅
の
ル
ー
ト

線
と
、
ア
ク
セ
ス
の
計
画
を
固
め
、
６

月
初
め
に
説
明
会
で
示
し
た
。

　

問 

松
糸
道
路
の
出
入
口
の
位
置
と
、
市
が

整
備
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
概
要
は
。

建
設 

ル
ー
ト
上
に
出
入
口
を
、
豊
科
光
と
明

科
中
川
手
、
穂
高
北
穂
高
の
３
カ
所
に

設
置
。
市
は
、
豊
科
光
と
明
科
中
川
手

の
出
入
口
か
ら
国
道
19
号
に
接
続
す
る

市
道
の
整
備
を
計
画
。
穂
高
北
穂
高
の

出
入
口
は
県
で
整
備
す
る
。

　

問 

説
明
会
で
は
未い

ま

だ
に
反
対
の
声
も
多
く
、

県
・
市
の
真し

ん

し摯
な
対
応
が
重
要
。
松
糸

道
路
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受
け

る
地
域
に
、
マ
イ
ナ
ス
を
相そ

う
さ
い殺

す
る
プ

ラ
ス
の
提
案
を
す
べ
き
時
期
で
は
。

市
長 

地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
る
姿
勢
を
貫

き
、
粘
り
強
く
丁
寧
に
取
り
組
む
。

　

問 

３
年
連
続
の
予
算
繰
越
し
は
異
常
だ
。

担
当
に
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
は
な
い
か
。

建
設 

関
係
者
と
の
協
議
、
意
見
交
換
や
交
渉

が
多
く
、
工
夫
し
て
進
め
て
い
る
。

　

問 

単
独
で
先
行
す
る
街
路
灯
設
置
を
見
る

と
、
国
道
歩
道
整
備
と
連
携
し
て
進
め

る
べ
き
明
科
駅
前
整
備
事
業
の
５
カ
年

間
で
の
事
業
完
了
は
、
無
理
に
思
え
る
。

２
年
程
度
延
長
を
求
め
る
考
え
は
。

市
長 

事
業
期
間
延
長
の
考
え
は
な
い
。

　

問 

県
の
担
当
課
か
ら
、「
大
型
の
都
市
計

 

画
事
業
は
１
期
、
２
期
と
ロ
ー
リ
ン
グ

し
て
の
取
り
組
み
も
可
能
」
と
示
唆
を

得
た
が
、
こ
の
事
業
で
の
市
の
考
え
は
。

建
設 

今
の
５
年
間
の
事
業
完
了
後
に
事
業
を

評
価
し
、
そ
の
上
で
、
必
要
な
ら
２
期

の
計
画
を
考
え
る
と
い
う
方
向
に
な
る
。

松糸道路が長野道から分岐する
「安曇野北インター」予定地

松
糸
道
路
、
明
科
駅
周
辺

整
備
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
は
順
調
か

明
科
駅
周
辺
整
備
事
業
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一 般 質 問

　

問 

こ
の
事
業
は
代
議
士
を
通
じ
国
交
省
へ

陳
情
を
重
ね
、
歩
道
拡
幅
事
業
が
平
成

26
年
に
事
業
化
さ
れ
た
。
令
和
３
年
度

ま
で
の
国
庫
負
担
が
37
億
６
９
０
０
万

円
と
市
の
都
市
再
生
整
備
事
業
18
億
円

の
整
備
計
画
で
進
ん
で
い
る
。
駅
前
は

様
変
わ
り
す
る
。
東
の
玄
関
口
に
す
る

に
は
駅
名
が
大
切
だ
と
思
う
が
、
JR
駅

の
名
称
変
更
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長 

名
称
変
更
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
、

そ
れ
に
よ
る
安
曇
野
市
の
変
化
、
効
果

等
、
研
究
・
検
討
し
慎
重
に
取
り
組
む
。

　

問 

以
前
、
豊
科
イ
ン
タ
ー
を
安
曇
野
イ
ン

タ
ー
に
、
明
科
駅
を
「
東
安
曇
野
駅
」

に
名
称
変
更
を
主
張
し
、
平
成
24
年
10

月
７
日
に
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
に
名
称
変

更
さ
れ
た
。
費
用
は
代
議
士
に
総
務
省

に
掛
け
合
っ
て
も
ら
い
、
１
５
０
万
円

弱
の
負
担
で
済
み
、
経
済
効
果
は
10
億

円
と
言
わ
れ
た
。
市
内
に
11
駅
あ
る
中

で
、
関
東
、
関
西
、
北
陸
、
東
北
ど
こ

へ
行
く
に
も
断
ト
ツ
に
短
時
間
で
行
け

る
。
明
科
駅
を
「
安
曇
野
駅
」
に
名
称

変
更
し
、『
新
幹
線
、
特
急
し
な
の
で

 

安
曇
野
へ
』
と
駅
前
竣し

ゅ
ん
こ
う

工
に
併あ

わ

せ
て
目

標
を
作
る
こ
と
が
経
済
効
果
に
繋つ

な

げ
る

最
大
の
近
道
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長 

明
科
駅
前
整
備
に
伴
う
駅
名
変
更
は
非

常
に
現
実
的
で
な
い
と
捉と

ら

え
て
い
る
。

　

問 

JR
に
掛
け
合
い
、
特
急
し
な
の
の
ス
ピ

 

ー
ド
ア
ッ
プ
と
新
幹
線
の
接
続
を
調
整

す
れ
ば
、
東
京
、
金
沢
へ
約
２
時
間
で

行
け
、
駐
車
場
も
民
間
と
の
協
力
で
必

ず
停
め
ら
れ
る
体
制
を
作
れ
ば
、
松
本

駅
出
発
よ
り
都
合
よ
く
な
る
。
安
曇
野

市
全
体
の
こ
と
を
考
え
戦
略
を
練
る
の

が
ト
ッ
プ
の
役
割
で
は
な
い
か
。

市
長 

政
治
は
結
果
で
、
結
果
は
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
理
解
、
協
力
、
納
得
を

 

得
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

明
科
駅
を
東
の
玄
関
口
に

自民安曇野
宮下 明博

明科駅前広場完成イメージ

　

問 

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
女
性
管
理

職
の
割
合
は
。

総
務 

６
・
８
％
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
、
係

 

長
以
上
30
％
が
目
標
。
仕
事
と
家
庭
生

活
の
両
立
支
援
、
能
力
発
揮
、
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

問 

市
の
附
属
機
関
等
の
女
性
の
登
用
率
は
。

総
務 

指
針
で
は
35
％
以
上
と
な
る
よ
う
努
め

る
と
あ
る
が
、
１
７
３
人
、
22
％
。

　

問 

防
災
会
議
は
。
女
性
の
視
点
が
大
事
。

総
務 

38
人
中
女
性
は
５
人
。
関
係
部
局
と
連

携
を
図
り
、
目
標
達
成
に
努
め
る
。

　

問 

男
性
職
員
の
育
休
、
配
偶
者
出
産
休
暇

等
の
取
得
状
況
は
。

市
長 

令
和
２
年
度
育
休
取
得
０
％
。
配
偶
者

出
産
休
暇
又
は
育
児
参
加
休
暇
９
人
69

 

％
。
管
理
職
全
員
が
イ
ク
ボ
ス
・
温

あ
っ
た

か

ボ
ス
宣
言
を
し
、
育
休
等
と
り
や
す
い

環
境
や
雰
囲
気
の
醸

じ
ょ
う
せ
い

成
に
努
め
て
い
る
。

　

問 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

要
綱
、
指
針
等
の
整
備
を
図
り
、
相
談

 

員
、
相
談
窓
口
等
体
制
整
備
を
し
た
。

研
修
は
昨
年
度
全
職
員
を
対
象
に
10
回

開
催
、
約
８
０
０
人
が
受
講
。
知
識
を

習
得
し
未
然
防
止
に
努
め
る
。

　

問 

男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
は
。

総
務 

現
任
期
満
了
後
の
委い

し
ょ
く嘱

更
新
は
行
わ
ず
、

今
後
は
市
と
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

と
連
携
を
強
化
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

　

問 

男
女
共
同
参
画
推
進
の
考
え
は
。

市
長 

意
識
改
革
が
大
き
な
課
題
。
各
種
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
根
絶
は
人
権
を
守
る
こ
と
。

支
援
が
必
要
な
人
を
と
り
残
さ
な
い
。

ま
た
、
女
性
活
躍
の
加
速
を
進
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

〇
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
あ
づ
み
ん

の
充
実
策

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

つ
い
て
問
う

政和クラブ
平林 德子

男女共同参画フォーラム 2021

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

本
市
に
お
け
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

市
民
活
動
の
位
置
づ
け
は
。

市
長 

平
成
29
年
制
定
の
自
治
基
本
条
例
で
基

本
事
項
が
規
定
さ
れ
た
。
自
治
会
、
市

民
活
動
団
体
、
企
業
、
行
政
の
積
極
的

な
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
。

政
策 

第
２
次
総
合
計
画
で
は
協
働
の
ま
ち
づ

 

く
り
を
根
底
に
置
き
、
市
民
活
動
は
推

 

進
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

生
活 

第
２
次
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基

づ
き
、
区
長
会
等
で
の
地
域
課
題
解
決

の
た
め
の
支
援
、
情
報
共
有
、
人
材
の

発
掘
・
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

問 

健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
観
点
は
。

福
祉 

平
成
30
年
度
か
ら
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
が
ん
ば
ろ
う
事
業
」
は
、
令
和
２

年
度
70
団
体
に
活
用
さ
れ
、
好
評
だ
。

保
健 

介
護
予
防
教
室
の
参
加
者
に
よ
る
自
主

活
動
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
て
い
る
。

　

問 

市
民
活
動
拠
点
の
多
様
化
が
必
要
で
は
。

生
活 

本
庁
舎
と
５
地
域
の
公
民
館
や
交
流
学

習
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

問 

つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業

補
助
金
の
利
用
状
況
と
運
用
見
直
し
は
。

生
活 

活
用
団
体
は
令
和
２
、
３
年
度
10
件
未

満
。
令
和
３
年
度
は
団
体
等
へ
ア
ン
ケ

 

ー
ト
を
実
施
し
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
る
。

　

問 

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
支
援
策
は
。

市
長 

工
業
全
体
の
景
気
動
向
は
持
ち
直
し
て

き
て
い
る
。
商
業
・
観
光
業
は
厳
し
い
。

商
工 

五
つ
の
制
度
資
金
の
斡あ

っ
せ
ん旋

件
数
は
51
件
、

融
資
総
額
は
３
億
４
２
８
４
万
円
。
飲

食
店
、
納
入
業
者
、
宿
泊
施
設
へ
応
援

給
付
金
を
支
給
し
て
い
る
。

　

問 

働
き
口
に
困
っ
て
い
る
人
材
と
農
業
等

人
手
不
足
の
業
種
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
。

商
工 

県
緊
急
就
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
農
業
へ

の
就
業
支
援
を
周
知
支
援
す
る
。

政和クラブ
小林 陽子

市民活動の交流イベント「ゆるつな」の様子

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

市
内
事
業
者
へ
の
支
援

　

問 

水
害
か
ら
守
る
方
法
と
し
て
、「
田
ん

 

ぼ
ダ
ム
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
水
田

が
持
っ
て
い
る
洪
水
緩
和
機
能
を
人じ

ん

い為

的
に
高
め
る
方
法
で
、
新
潟
県
で
は
先

進
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

農
林 

河
川
の
流
域
関
係
者
が
共
同
で
行
う
治

水
対
策
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
既

存
の
水
田
の
排
水
ま
す
に
、
流
出
量
を

抑
制
す
る
装
置
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
本
市
は
水
田
が
多
く
有
効
だ
と
は

考
え
る
。
反
面
、
大
雨
時
に
は
多
く
の

水
を
貯

た
く
わ

え
る
こ
と
か
ら
、
中
山
間
地
で

は
の
り
面
の
崩
落
が
心
配
さ
れ
る
。

　

問 

多
面
的
交
付
金
を
活
用
で
き
る
が
、
全

額
で
は
な
い
。
そ
の
資
金
と
し
て
、
以

前
か
ら
問
題
提
起
し
た
、
温
・
明
盛
県

営
圃ほ

じ
ょ
う場

整
備
事
業
の
残
金
が
活
用
で
き

る
と
思
う
。
市
に
預
け
て
い
る
多
額
の

お
金
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
返
金
し
て

解
決
し
て
い
く
の
か
。

農
林 

事
業
実
施
し
た
団
体
に
受
け
取
っ
て
も

ら
う
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
竣

し
ゅ
ん
こ
う

工
か
ら

ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
過
し
て
、
所
有
権

も
移
転
し
た
り
相
続
さ
れ
て
い
た
り
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、
土
地
改
良
区
も
含

め
た
受
益
者
の
整
理
か
ら
始
め
た
い
。

　

問 

市
内
観
光
業
者
は
、
今
回
は
大
打
撃
を

受
け
た
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
み
観
光
客
も
戻
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
の
準
備
は
今
か
ら
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
自
治
体
間
競
争
に
勝
つ
施
策
は
。

市
長 

観
光
協
会
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等

の
Ｓエ

ス
エ
ヌ
エ
ス

Ｎ
Ｓ
発
信
を
し
、
現
在
２
万
弱
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
あ
る
。
安
曇
野
安
心
旅

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
発
信
し
て
、

観
光
客
の
回
復
・
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

洪
水
被
害
か
ら
守
る
た
め

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
は
有
効

公明党
小松 芳樹

令和２年夏、明科荻原での内水氾
はんらん

濫

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
考
え
に
つ
い
て
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

民
間
委
託
の
積
極
的
理
由
は
。

市
長 

民
が
で
き
る
こ
と
は
民
で
。
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
。

　

問 

小
倉
の
検
討
委
員
会
の
令
和
元
年
の
報

告
書
の
受
け
止
め
と
方
針
の
転
換
は
。

市
長 

将
来
を
憂う

れ

う
先
見
的
な
提
言
と
し
て
捉

え
て
民
設
民
営
を
公
設
民
営
に
し
、
未

満
児
特
化
の
政
策
を
見
直
し
た
。

　

問 

地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
た
方
針
転
換
だ
。

今
回
の
第
二
次
検
討
委
員
会
の
報
告
書

の
結
論
も
公
設
公
営
の
強
い
願
い
だ
が
。

市
長 

記
載
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
も
協
議
を

重
ね
、
説
明
を
尽
く
し
て
理
解
を
得
る
。

　

問 

民
営
化
に
よ
る
委
託
と
直
営
の
違
い
は
。

福
祉 

経
営
と
委
託
者
は
市
。
人
件
費
等
を
委

託
料
と
し
て
事
業
者
に
支
払
い
、
事
業

者
と
一
体
で
幼
児
教
育
・
保
育
環
境
を

整
え
、
安
定
し
た
ら
指
定
管
理
に
移
行

も
あ
る
。
現
在
移
管
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

将
来
指
定
管
理
は
問
題
だ
。
民
営
化
で

西
部
こ
ど
も
園
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

福
祉 

絶
対
変
わ
ら
な
い
の
は
保
育
料
。
特
色

を
持
っ
た
保
育
が
行
わ
れ
る
。

　

問 

特
色
あ
る
保
育
と
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

福
祉 

地
元
に
根
付
い
た
保
育
が
可
能
に
な
る
。

　

問 

現
在
や
っ
て
お
り
、
児
童
は
自
然
環
境

の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
特
色
と
言
う

必
要
が
あ
る
か
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

福
祉 

民
間
の
事
情
で
倒
産
等
が
あ
る
。
そ
の

時
は
他
園
の
支
援
で
対
応
す
る
。

　

問 

問
題
だ
。
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
市

が
責
任
を
も
っ
て
幼
児
教
育
・
保
育
を

や
る
べ
き
だ
。
児
童
福
祉
法
24
条
１
項

こ
そ
市
が
果
た
す
役
割
で
は
な
い
か
。

市
長 

民
間
だ
か
ら
保
育
の
質
が
落
ち
る
こ
と

は
な
い
。
市
が
責
任
を
も
っ
て
委
託
す

る
運
営
を
官
民
連
携
で
提
供
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
凍と

う
そ
う
が
い

霜
害
の
支
援
・
地
下
水
の
保
全
・
洞ど

あ

い合
自

然
公
園
の
開
発
に
つ
い
て

保
育
の
民
間
委
託
は
止
め

公
営
を
継
続
す
べ
き
だ

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

未来を担う子どもたちに公営の保育を

　

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

と
介
護
保
険
等
運
営
協
議
会
が
統
合
さ

れ
た
が
、
協
議
内
容
を
よ
り
深
め
る
に

は
十
分
な
時
間
が
必
要
だ
。
議
論
す
る

時
間
は
十
分
保
障
さ
れ
る
か
。

保
健 

必
要
に
応
じ
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

 

ー
運
営
協
議
会
機
能
の
み
で
会
議
の
開

催
も
予
定
し
て
い
る
。

　

問 

旧
５
町
村
を
生
活
圏
域
と
し
て
い
る
が
、

住
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
あ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
３
カ
所
し
か
な

い
。
高
齢
化
率
の
高
い
明
科
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

保
健 

高
齢
化
の
進
展
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
第
八
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
内
に
方
向
性
を
ま
と
め
た
い
。

　

問 

生
理
用
品
の
緊
急
無
料
配
布
の
取
り
組

み
は
今
後
も
続
け
る
の
か
。

総
務 

５
月
17
日
か
ら
２
４
０
セ
ッ
ト
用
意
し
、

配
布
を
開
始
し
た
。
い
つ
ま
で
と
い
っ

た
期
限
は
設
け
て
い
な
い
。

　

問 

小
学
校
４
年
生
以
上
の
女
子
児
童
・
生

徒
の
女
子
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
同
様
常
備
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

教
部 

検
討
し
た
が
、
保
健
室
に
備
え
置
い
て

必
要
な
児
童
・
生
徒
が
持
っ
て
い
け
る

体
制
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

問 

生
理
の
貧
困
は
、
経
済
的
な
問
題
と
同

時
に
、
ネ
グ
レ
ク
ト
や
虐
待
、
男
性
の

生
理
に
対
す
る
無
理
解
や
無
知
、
性
教

育
の
不
十
分
さ
、
知
識
の
不
足
か
ら
来

て
い
る
。
公
教
育
が
重
要
だ
。
専
門
家

を
呼
ん
で
児
童
と
保
護
者
が
一
緒
に
学

び
、
話
題
を
共
有
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

教
部 

大
切
な
学
習
だ
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

拡
充
・
生
理
用
品
無
料
配
布

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

窓口での生理用品無料配布案内

生
理
用
品
緊
急
無
料
配
布
に
つ
い
て

18
安曇野市議会だより    第 63号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2021. 8.18



６月
定例会 市政のここが聴きたい!!

無会派
小林 純子

　

問 

市
の
第
二
次
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
実

現
す
る
た
め
の
実
働
部
隊
と
い
う
位
置

づ
け
の
「
あ
づ
み
野
産
業
振
興
支
援
セ

ン
タ
ー
」（
以
下
支
援
セ
ン
タ
ー
）
と

 

は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
か
。

商
工 

市
の
産
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ

 

っ
た
者
が
、
地
域
産
業
活
性
化
支
援
を

 

目
的
に
設
立
し
た
一
般
社
団
法
人
で
あ

る
。

　

問 

支
援
セ
ン
タ
ー
は
非
営
利
型
一
般
社
団

法
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
間
違

い
な
い
か
。

商
工 

市
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

問 

非
営
利
型
一
般
社
団
法
人
と
し
て
市
と

業
務
委
託
の
随
意
契
約
を
し
て
い
る
の

に
、
実
態
が
違
う
と
す
れ
ば
問
題
だ
。

随
意
契
約
の
理
由
等
、
詳
し
い
説
明
を
。

商
工 

随
意
契
約
理
由
書
に
間
違
っ
た
記
載
が

あ
り
、
訂
正
し
な
い
ま
ま
業
者
選
定
委

員
会
を
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

問 

随
意
契
約
伺

う
か
が
い
し
ょ

書
に
は
８
人
の
決
裁
印
が

あ
る
。
誰
も
気
付
か
な
か
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
。
虚
偽
公
文
書
作
成
が
疑
わ

れ
る
が
、
業
務
委
託
２
年
間
の
実
績
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

商
工 

成
果
は
出
て
い
る
が
、
詳
細
は
企
業
情

報
の
た
め
公
表
で
き
な
い
。

　

問 

支
援
セ
ン
タ
ー
あ
り
き
の
第
二
次
工
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
問
題
、
不
透
明
な
随

意
契
約
、
成
果
が
見
え
な
い
ま
ま
予
算

は
毎
年
２
倍
、
３
倍
と
増
額
し
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
の
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、

市
が
関
与
で
き
る
一
般
財
団
法
人
に
す

る
こ
と
も
含
め
、
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

商
工 

支
援
セ
ン
タ
ー
の
財
団
法
人
化
の
必
要

性
も
含
め
、
見
直
し
は
当
然
必
要
だ
が
、

工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
た
市
工

業
振
興
連
携
推
進
協
議
会
等
の
意
見
を

待
っ
て
行
う
こ
と
に
な
る
。

第２次安曇野市工業振興ビジョン

市
の
随 

ず
い
い
け
い
や
く
 

意
契
約
は
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か

　

問 

市
内
の
３
月
以
降
の
感
染
状
況
を
伺
う
。

保
健 

感
染
者
76
人
。
う
ち
濃
厚
接
触
者
関
係

49
人
、
県
外
往
来
者
３
人
、
施
設
店
舗

等
調
査
６
人
、
感
染
経
路
不
明
者
18
人
。

　

問 

市
民
の
命
と
健
康
に
責
任
を
持
つ
者
と

し
て
政
府
の
感
染
防
止
策
を
科
学
的
見

地
か
ら
ど
う
評
価
す
る
か
。
市
民
の
暮

ら
し
と
営
業
を
守
る
決
意
を
伺
う
。

市
長 

私
は
科
学
者
で
は
な
い
。
答
弁
は
差
し

控
え
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
最
優
先
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

問 

政
治
家
は
専
門
家
の
話
を
聞
い
て
科
学

的
な
判
断
を
す
べ
き
だ
。
日
本
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
非
常
に
遅
れ
、
市
民
は
お

願
い
さ
れ
た
こ
と
を
懸
命
に
や
っ
て
い

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
非
常
な

リ
ス
ク
が
あ
り
、
市
民
に
も
感
染
拡
大

の
影
響
が
来
る
。
反
対
す
べ
き
で
は
。

市
長 

コ
メ
ン
ト
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

問 

感
染
震
源
地
へ
の
徹
底
的
な
検
査
や
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
施
設
等
へ
の
定
期

的
検
査
に
よ
っ
て
無
症
状
感
染
者
を
捉と

ら

え
る
対
策
の
不
足
で
、
感
染
拡
大
の
山

を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長 

国
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
一
日
も
早

く
完
了
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

問 

政
府
の
検
査
体
制
は
当
て
に
で
き
な
い
。

市
独
自
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
整
備
し
、

市
民
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
、
営
業
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
医
療
、
介

 

護
、
福
祉
施
設
、
保
育
・
幼
児
教
育
施

 

設
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
定
期
的
検

査
の
実
施
。
飲
食
等
接
客
従
事
者
、
成

人
式
参
加
者
、
必
要
な
市
民
、
観
光
客

へ
の
検
査
を
し
て
は
ど
う
か
。

保
健
・
福
祉
・
教
育
・
商
工

 

検
査
は
考
え
て
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
市
内
巡
回
バ
ス
の
運
行
の
検
討
を
、
市
民
と

と
も
に
継
続
す
る
こ
と

市
独
自
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
の
整
備
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

 令和３年７月７日現在の順位

※

※
随
意
契
約
…
競
争
に
よ
る
こ
と
な
く
官
公
庁
な
ど
の
公
的
団
体
と
直
接
に
契
約
す
る
こ
と
。
競
争
を
原
則
と
す
る
入
札
の
な
か
で
は
例
外
的
な
方
法
で
あ
る
。
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一 般 質 問

無会派
増田 望三郎

　

問 

２
０
１
６
年
か
ら
電
力
小
売
の
完
全
自

由
化
で
、
市
も
新
電
力
に
切
り
替
え
た
。

ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
縮
減
で
き
た
の
か
。

財
政 

新
電
力
に
よ
り
約
５
６
０
０
万
円
縮
減
。

　

問 

新
電
力
が
域
外
の
会
社
で
あ
る
限
り
、

市
民
や
事
業
者
の
電
気
代
は
域
外
に
出

て
い
く
。
環
境
省
の
地
域
経
済
循
環
分

析
ツ
ー
ル
で
試
算
す
る
と
、
本
市
は
電

気
代
約
39
億
円
が
域
外
に
出
て
い
る
。

こ
れ
を
域
内
に
留
め
て
次
の
再
投
資
、

生
産
、
消
費
に
つ
な
げ
る
手
法
と
し
て

地
域
新
電
力
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。
メ

リ
ッ
ト
は
、
①
ユ
ー
ザ
ー
が
支
払
う
電

気
料
金
が
域
内
に
留
ま
る
②
事
業
雇
用

の
創
出
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が

進
む
④
地
域
資
源
を
生
か
し
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
脱
炭
素
化
が
進
む
⑤
災
害

時
対
応

―
が
あ
る
。

政
策 

新
電
力
は
経
営
が
順
調
な
ケ
ー
ス
ば
か

り
で
は
な
い
。
本
市
の
よ
う
な
小
さ
な

自
治
体
が
関
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
多
額
の

投
資
を
せ
ず
、
ど
れ
だ
け
電
力
の
地
産

地
消
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
も
課
題
。
自

治
体
新
電
力
で
公
金
を
投
資
す
る
場
合

は
し
っ
か
り
と
し
た
設
立
趣
旨
が
必
要

で
、
多
数
の
市
民
が
理
解
し
、
趣
旨
に

賛
同
す
る
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

問 

地
域
で
生
産
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
で
消
費
で
き
る
枠
組
み
を
つ
く
る

な
ど
、
地
域
新
電
力
は
脱
炭
素
化
の
環

境
政
策
で
も
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な

る
。
市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

生
活 
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
省
エ
ネ

だ
け
で
は
実
現
で
き
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
令

和
４
年
度
、
環
境
基
本
計
画
の
中
間
見

直
し
の
中
で
自
治
体
の
新
電
力
に
つ
い

て
も
研
究
す
る
。

地
域
新
電
力
で
域
内
経
済

循
環
と
脱
炭
素
化
を

※
地
域
新
電
力
…
域
内
で
発
電
し
た
電
力
を
活
用
し
、
域
内
の
公
共
施
設
や
民
間
企
業
、
家
庭
に
電
力
を
供
給
す
る
小
売
の
電
気
事
業
の
こ
と
。
そ
の
中
で
自
治
体
が
出
資
す
る
も
の
を
自
治
体
新
電
力
と
い
う
。

　

問 

目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

計
画
通
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
す
る
。

　

問 

就
労
支
援
や
商
品
券
配
布
等
経
済
策
を
。

商
工 

労
働
相
談
会
を
継
続
し
、
商
工
会
等
と

も
連
携
し
、
給
付
以
外
の
対
応
も
す
る
。

政
策 

対
応
が
す
ぐ
に
取
れ
る
体
制
を
整
え
る
。

　

問 

テ
レ
ワ
ー
ク
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
取
り
組
み
を
。

商
工 

事
業
者
の
意
見
を
聞
き
、
検
討
す
る
。

　

問 

児
童
虐ぎ

ゃ
く
た
い

待
や
自
殺
の
防
止
施
策
促
進
を
。

福
祉 

児
童
虐
待
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対

応
す
る
。
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

保
健 

自
殺
防
止
は
訪
問
や
相
談
等
で
個
別
に

対
応
し
、
関
係
機
関
と
も
連
携
す
る
。

　

問 

目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

再
配
置
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
。

総
務 
所
管
部
が
判
断
し
早
く
か
ら
説
明
す
る
。

　

問 
堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
有
効
活
用
を
。

教
長 
令
和
７
年
度
以
降
３
セ
ン
タ
ー
に
す
る
。

　

問 

有
明
荘
の
有
効
活
用
を
。

商
工 

山
岳
観
光
拠
点
と
し
て
存
続
し
て
い
く
。

　

問 

新
博
物
館
構
想
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

教
部 

多
額
の
費
用
が
か
か
る
博
物
館
整
備
は

難
し
い
。
実
現
可
能
な
方
策
を
模も

さ
く索

中
。

　

問 

目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

「
あ
づ
み
ん
」
の
改
善
、
充
実
を
図
る
。

　

問 

生
活
の
足
の
確
保
の
た
め
に
「
あ
づ
み

ん
」
の
大
幅
な
充
実
を
。

政
策 

土
曜
日
の
運
行
、
区
域
ま
た
ぎ
運
行
、

車
両
の
増
便
を
す
る
。
到
着
時
間
を
知

ら
せ
る
仕
組
み
も
検
討
す
る
。
令
和
４

年
度
中
に
も
で
き
る
も
の
は
取
り
組
む
。

　

問 

地
域
ご
と
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
導
入

に
よ
る
公
共
交
通
の
総
合
的
な
充
実
を
。

政
策 

「
あ
づ
み
ん
」
の
中
で
考
え
て
い
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
を
受
け
た
緊
急
対
応
を

無会派
林　 孝彦

存続の市民要望がある堀金学校給食センター

高
齢
に
な
っ
て
車
が
な
く
て
も
買
物
や

病
院
に
行
け
る
住
み
や
す
い
ま
ち
に

公
共
施
設
の
有
効
活
用
と
統
廃
合
は

※
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トリセツ
（トリセツ＝取扱説明書）

安曇野市議会の
　  連載！

その5

国政では選挙で選ばれた議員（国会）が指名した議員が、内閣総理大臣になります。

わたしたちが直接に国の長を選ぶことはできないのです。
では、安曇野市ではどうでしょう？

地方自治体では、市長と市議会議員の両方を直接選挙で選びます。
市長と市議会に上下関係はなく、役割が異なるだけで立場は対等です。

このような地方自治の仕組みを「二元代表制」と言います。

安曇野市長選挙＆安曇野市議会議員選挙は

10月10日告示　17日投開票です

そうだね！
でも、合併後の投票率は

下がり続けているね。
必ず投票に行きましょう！

市長と市議会議員の両方を選挙で選べます
そこで、選挙と二元代表制のおはなしです

この秋は 4 年に一度の
市長選と市議選だね。

選挙に行って、あなたの声を市政に届けましょう！

二元代表制のしくみ

市
民
の
た
め
に

　
　

仕
事
を
す
る

願
い
を
伝
え
る

願
い
を
伝
え
る

市
民
の
声
を
聞
く 選ぶ選ぶ

市 民

市 議 会 市 長

市
の
仕
事
（
政
策
や
予
算
）
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
決
め
ま
す
。

市
の
仕
事
（
政
策
や
予
算
）
に
つ
い
て

提
案
し
ま
す
。

選　挙

市議会 市　長

市の仕事に市
民の意見を反映させる

市の仕事や予
算、きまりなどを決める

市の仕事や予算、きまりなどを提案す
る

23
安曇野市議会だより    第 63号 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2021. 8.18

委員会視察報告

福祉教育委員会

総務環境委員会

オンライン視察

堀金学校給食センター視察

明科地域の特定空き家

日　

程　

令
和
３
年
５
月
12
日（
水
）

視
察
先　

市
内

内　

容　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現

状
と
取
組
や
、
継
続
と
な
っ
て
い
る

陳
情
審
査
に
生
か
す
た
め
、
堀
金
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
南
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
視
察
。給
食
を
試
食
し
、

セ
ン
タ
ー
長
と
意
見
交
換
を
し
た
。

考　

察　

小
学
校
内
に
あ
る
堀
金
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち

が
給
食
の
現
場
を
身
近
に
感
じ
、「
感

謝
の
心
」
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
等

の
利
点
が
あ
る
。
食
育
は
ど
の
セ
ン

タ
ー
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
産
地
消
に
よ
る
食
材
提
供
等

は
、
規
模
が
小
さ
い
方
が
進
め
や
す

い
と
思
う
。

日　

程　

令
和
３
年
５
月
14
日（
金
）

視
察
先　

市
内

内　

容　

市
内
に
点
在
す
る
特
定
空

き
家
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
る
空

き
家
の
現
地
調
査

考　

察　

令
和
元
年
度
末
時
点
で
、

市
内
に
は
１
０
６
４
戸
の
空
き
家
が

あ
り
、
豊
科
・
穂
高
地
域
で
多
く
、

そ
れ
に
加
え
、
明
科
地
域
の
中
山
間

地
域
に
お
い
て
は
廃は

い
お
く屋
が
多
数
点
在

し
て
い
る
。
ま
た
、
劣
化
が
酷ひ

ど

く
、

悪
影
響
が
心
配
さ
れ
る
空
き
家
が
約

１
０
０
戸
存
在
す
る
。

　

空
き
家
の
増
加
が
地
域
の
魅
力
を

失
わ
せ
て
し
ま
う
懸け

ね
ん念
が
あ
る
た

め
、
関
係
者
に
よ
る
連
携
体
制
の
充

実
、
空
き
家
の
予
防
・
管
理
の
推
進
、

利
活
用
の
促
進
、
特
定
空
き
家
等
の

解
決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

日　

程　

令
和
３
年
５
月
14
日（
金
）

視
察
先　

茨
城
県 

下
妻
市
・
鹿
嶋
市

内　

容　

福
祉
教
育
委
員
会
の
政
策

提
言
テ
ー
マ
「
安
曇
野
市
に
お
け
る

学
校
プ
ー
ル
の
今
後
の
方
向
性
」
を

研
究
す
る
た
め
、
下
妻
市
・
鹿
嶋
市

に
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を
し
た
。

下
妻
市　

市
内
に
３
カ
所
あ
る
市
民

プ
ー
ル
と
併
用
し
て
、
小
中
学
校
11

校
の
プ
ー
ル
を
５
カ
所
に
集
約
。
結

果
、
30
年
間
で
４
億
５
６
０
０
万
円

の
経
費
削
減
。
稼
働
率
も
平
均
28
％

か
ら
67
％
に
な
っ
た
。

鹿
嶋
市　

小
中
学
校
17
校
は
、
平
成

15
年
以
前
は
全
て
自
校
の
屋
外
プ
ー

ル
だ
っ
た
。
老
朽
化
し
た
五
つ
の
小

中
学
校
の
屋
外
プ
ー
ル
を
集
約
し
て

一
つ
の
屋
内
プ
ー
ル
を
整
備
。
指
定

管
理
と
し
、
学
校
プ
ー
ル
使
用
以
外

は
市
民
プ
ー
ル
と
し
て
開
放
し
、
幅

広
い
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。

考　

察　

２
市
の
視
察
か
ら
、
屋
内

温
水
プ
ー
ル
の
方
が
維
持
管
理
経
費

は
高
く
な
る
が
、
通
年
で
利
用
可
能

に
な
り
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き
、
天
候
に

左
右
さ
れ
ず
に
授
業
が
行
え
、
水
泳

補
助
や
複
数
人
の
監
視
が
あ
り
安
全

性
が
向
上
し
、
学
校
の
負
担
が
減
っ

た
。
以
上
の
様
な
点
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
大
規
模
改
修
が
必
要
に
な
る

時
期
に
は
、
プ
ー
ル
の
集
約
化
、
屋

内
温
水
市
民
プ
ー
ル
の
検
討
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

審
査
継
続
中
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
視
察

政
策
提
言
に
向
け
て

　
　
　
　

空
き
家
の
視
察

政
策
提
言
に
向
け
て
学
校
プ
ー
ル
の
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
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議会だより あれこれ

総
合
の
授
業
の
名
前
を
「
三

郷
Ｓセ

ル

フ

Ｅ
Ｌ
Ｆ
」
と
呼
び
ま

す
。
そ
の
授
業
の
中
で
中
学
校
一
年
生
の
時
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
国
連
が
定
め

た
２
０
３
０
年
ま
で
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

こ
と
で
す
。

素
晴
ら
し
い
景
色
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
三
郷
地
域

に
あ
る
拾じ

っ
か
せ
ぎ

ケ
堰
沿
い
に
あ
る
じ
て
ん
し
ゃ
ひ
ろ
ば
。

春
の
桜
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
桜

が
咲
き
誇
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
拾
ケ
堰
の
水
に

は
大
量
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋

が
落
ち
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
光
景
の
せ
い
で
、

安
曇
野
市
の
じ
て
ん
し
ゃ
ひ
ろ
ば
の
き
れ
い
さ
は

半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
市
民
・

議
会
両
方
と
も
黙
っ
て
い
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
市
民
活
動
で
ゴ
ミ
拾
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

や
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民
・
議
会
一

体
と
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

各
新
聞
社
に
安
曇
野
市
議
会
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
ま
ま
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
市
民
全
員
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
項
目
に
も
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

議
会
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

市
民
か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
何
か
が
起
こ
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
す
。

持
続
可
能
に
人
間
が
生
き
る
た

め
の
目
標
で
す
。
人
間
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も

安
曇
野
市
民
で
持
続
可
能
な

安
曇
野
市
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
安
曇
野

市
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
自
分
か
ら

一
市
民
と
し
て
活
動
に
取
り

組
み
た
い
で
す
。

　“議会の情報公開を進め、市民と議会と行政の関係性
を変えていくことが、「開かれた議会」へとつながりま
す。議会だよりは、そのような「議会を開く」ための
大切な手段です”このなんとも堅い肩肘張った文章は、
私が安曇野市議会だより創刊号の編集後記に寄せたも
の。今号の編集をしながら、議会も市議会だよりもず
いぶん風通しよくなったなと感慨深かったです。

委員　小林 純子　

　毎号「表紙の写真は？特集との結びつけは？」と、
広報委員は頭をひねります。これは会議録センターで
長年学び受け継がれてきた結果です。さらにモニター
制度の定着で、市民の皆さんの声も直接届くようにな
りました。編集も通り一遍では済みませんが、ページ
をめくるのが楽しくなるような議会だよりを作りたい
です。

委員　井出 勝正　

議会広報特別委員会
　委 員 長　増田望三郎　副委員長　小林陽子
　委 　 員　小松洋一郎　内川集雄　小林純子　中村今朝子
　　　　　　一志信一郎　井出勝正　坂内不二男　林　孝彦

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
取
り
組
み
を

中沢　徹平さん
（三郷中学校）

9月議会　定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。詳しくは議会事務局にお問い合わ
せください。開会時間は、本会議10：00～　委員会9：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
行為の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』
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三
郷
中
学
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の

日 月 土火 水 木 金
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18 19 20 21

5 7 8 9 10 11

12

6

13 14 15 16 17 18

本会議
（一般質問）

常任委員会
（総務環境）

議会運営
委員会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
議案質疑
委員会付託

29 30 31

議会運営委員会・
全員協議会

本会議
（閉会）

16 17

22 25 26 27 28

2 3 4

23 24

全員協議会

全員協議会
（決算説明）

全員協議会
（決算説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

8/15

安
曇
野
市
に
は

先
日
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

24


